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An Exploration of Operation-Management on Undergraduate Seminar 
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日本では、国立大学と比べると私立大学は、3 年次ではなく普段 2 年次後期から（前期からの大































出所：経済産業省「社会人基礎力」http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/。2017 年 12 月 1 日にアクセス。 






にまず図 2 と図 3 を参照されたい。 
日本経済団体連合会が毎年、大学新卒採用選考に当たって企業側が特に重視したことをアンケ




ートで実施している。図 2 は最新の 2016 年度の調査結果をまとめた図である。 
 
 
出所：日本経済団体連合会の 2016 年度アンケート調査。 






2 位にある主体性（63.8%）も 3 位以下より圧倒的な重要性を持っている。ここでの主体性のこ
とは実に「やる気」や「積極性」に相当するでも理解できないかと思う。そして 3 位にあるのは
協調性（49.1％）、これは実にメンバーシップに相当するであり、チームワーク力を判断する際に



































































































月に 4 週間。12・1 月に 6 週間）。できれば毎回男子生 1～2 名と女子生 1 名で構成する（男子生
の決断力・実行力と女子生の柔軟性・丁寧さとの補完性を考慮し、効率を高める）。つまり一学期




を与える。元米大統領オバマ氏が 2008 年大統領選の頃から 2009 年 1 月 20 日にワシントンで行わ
















表 1 と表 2 は従来までのリーダー（支配型リーダー）と本ゼミで重視するサーバントリーダー
（支援型リーダー）およびそのメンバー行動の違いを比較したものである。 
 
表 1 支配型リーダーとサーバントリーダーの違い 
 



























回目のアンケート分析、2 回目と 6 回目の自他紹介、夏休みの読書発表紹介、チームワーク力の自
己評価分析、総合力の自己評価分析などである。以下順を追って簡単に説明する。 
1．10回目の中間アンケート分析 
2 年次後期ゼミ開始後 2 ヶ月過ぎた時点では、ゼミ応募した時の動機や期待などをも含めて、
現在の満足度や要望について、第 10 回目のゼミにアンケートで改めて確認をする。主な質問は以






















表 3 は回収した結果をまとめたものである。 
 
表 3 2 年次後期ゼミ 10 回目の中間アンケート結果整理 
 




































































多い。特に今年のゼミ募集期では、2 名の女子学生（T さんと Y さん）と 1 人の男子学生（K さ
ん）は真剣で慎重に何度も研究室へ足を運んで、詳細までゼミの全般及び相性について聞いてく















本ゼミでは 2 年次後期では合計 2 回の自他紹介プログラムを実施した。第一弾では授業やバイトな
ど、第 2 弾ではもっと深い人生にかかわる話題を設けて、さらなるゼミ生の融合を目指している。 
表 4 はこのプログラムの実施要項である。第一弾は 2 回目のゼミに実施した。 
 
表 4 自他紹介プログラム 
 
























そして第 2 弾は 6 回目のゼミに実施した 10）。プログラムの発表内容は少し思慮が深い。ゼミ生









































2 年次ゼミ生を対象に 2016 年 1 月 27 日に表 5 の内容でプログラムを実施した。表 6 では、同




































９．モニター・アンド・エバリューター（monitor and evaluator  監視者・評価者）：冷静で戦略的洞察力があ
る。すべての選択肢を見て判断を下す。ものごとの中心人物となったりまわりを奮起させる能力に欠ける。






表 6 チームワーク力の自己評価結果 
 
出所：2016 年 1 月 27 日に 3 年次ゼミ生を対象に実施したアンケート調査の結果より筆者作成。 
注：当日 19 人ゼミ生のうち 15 人が出席した。氏名は英文頭文字だけで提示する。（ ）内では 2017 年 12 月 5
日時点ゼミ生の就職状況である。（単位）は単位取得優先のことである。（/）は 4 年次ゼミに所属しないこと。 
 














氏名 Y(/) O(決定) C(決定) H(単位) K(決定) N(/) N(決定) /
過去の私 20.8 17.6 33.6 36.8 64 46.4 46.4 /
現在の私 35.2 17.6 33.6 43.2 69.8 51.2 56 /
未来の私 84.8 100.8 86.4 100.8 92.8 64 73 /
氏名 F(/) T(決定) I(/) S(起業) K(決定) N(単位) U(内定) S(決定)
過去の私 64 60.8 52.8 59.2 51.2 32 48 56
現在の私 62.4 60.8 51.2 65.6 62.4 32 52.8 60.8















以上の考えに基づき、本ゼミは以下表 8 のような 3 種類・28 項目・7 段階評価のゼミ総合力測
定表を開発した。この 3 種類の能力は人格形成面、能力構築面、人脈結集面のことである。 










































表 9 からも分かるように、当時 3 年次 19 人ゼミ全員のうち、比較的に総合力が高い（約 60 点
以上）ゼミ生の人数は約三分の一ただ 7 人だけである。一方、大幅改善要組（50 点～59 点まで）
は 7 人、厳重改善要組（50 点未満）は 5 人とそれぞれなっている。ここで改めて、厳重改善要組




表 9 ゼミ総合力に関する調査結果 
 
出所：2016 年 6 月 24 日に 3 年次ゼミ生を対象に実施したアンケート調査の結果より筆者作成。 
























































































http://www.waseda.jp/sem-inoue/sem_org.html。2017 年 12 月 1 日にアクセス。また、香川大学の大学教育基盤セ
ンターでは、「大人数講義のコツ」も含めて「ゼミ運営のコツ」も一般公開して、興味深い。http://www.kagawa-
u.ac.jp/high-edu/data_tips.html。2017 年 12 月 1 日にアクセス。 
  
  先行研究に関しては、西尾ら（2005）、高野（2010）、神尾・福田（2010）、髙橋（2014）によるゼミ運営紹介、














年。口頭懇談）、高橋広行ゼミ（2013 年）、西尾範博ゼミ（2016 年）、前川明ゼミ（2017 年）、森藤ちひろゼミ
（2017 年）。特に西尾ゼミから多大な啓発を受けたうえ、2017 年 9 月、合計 30 人が参加した初の一泊二日の
李合同ゼミ合宿を開催した。以前、学年ごとにゼミ合宿を開いたことがあるが、先輩後輩が交流できるような
合同ゼミ合宿を開催しなかった。ここでいろいろなノウハウを教えてくださった西尾先生に感謝申し上げます。 





































GE 元 CEO のジャックウェルチによる『わが経営』、IBM 元 CEO ガースナーによる『巨象も踊る』、クライス
ラー元 CEO のアイコッカによる『わが闘魂の経営』、アップル元 CEO ジョブスに関する『スティーブ・ジョ
ブス 1  2』、テスラ電気自動車 CEO イーロン・マスクに関する『イーロン・マスク 未来を創る男』、アマゾ
ン CEO ベゾスに関する『ジェフ・ベゾス 果てなき野望』、フェイスブック CEO ザッカーバーグに関する『フ
ェイスブック 若き天才の野望』、ヤマト運輸元社長の小倉昌男の『小倉昌男 経営学』、来来亭ラーメン社長
の豆田敏典の『ラーメン屋成功論―100 の法則より 1 つの制度』、早稲田大学教授の山田英夫による『ビジネ
ス版 悪魔の辞典』、星野リゾート社長の星野佳路に関する『星野リゾートの教科書』などである。発表の時




期は 9 月合同ゼミ合宿の時である。3 回ゼミ生は先輩として 2 回ゼミ生のお手本として先に発表をし、2 回ゼ








1）Ann McGee-Cooper & Associates, Inc.（2013）“The Essentials of Servant-Leadership: Principles in Practice”, pp.1-23。 
2）石井淳蔵（2014）『寄り添う力』碩学舎ビジネス双書。 
3）神尾達之・福田育弘（2010）「学際的な分野のための《複合的》ゼミ運営法」『早稲田教育評論』 24(1),  
pp.189-203。 
4）南木睦彦（2005）「流通科学大学の FD 活動の歴史── 組織的取り組みによる相互的・自発的啓発の成果 ──」
『流通科学大学教育高度化推進センター』第 1 号, pp.1-16。 
5）南木睦彦（2010）「全学的公開授業制度を軸とした FD 活動、教員の授業改善努力と学習効果の改善」『流通科
学大学教育高度化推進センター』第 7 号, pp.1-15。 
6）水田聖一（2015）「学習意欲を高めるための 8 条件」『流通科学大学 付属教学支援センター紀要』 第 2 号,    
pp.1-12。 
7）西尾雅年・金子善一・平田俊介・森知徳・松永葉子（2005）「学生主体ゼミ運営プロジェクトの実践」『プロジ
ェクトマネジメント学会 2005 年度春季研究発表大会予稿集』pp.301-304。 
8）西尾範博（2006）「ケース・ディスカッション授業の教育効果を高める取組み事例に関する一考察」『流通科学
大学高度化推進センター紀要』 第 3 号，pp.35-51。 
9）西尾範博（2013）「ケース授業における学生の変容事例に関する一考察」『流通科学大学教養センター紀要』 





大学 付属教学支援センター紀要』第 1 号, pp.13-36。 
13）高野渉・田隈広紀・西尾雅年（2010）「P2M に基づくゼミ運営プログラムの実践」『国際プロジェクト・プロ
グラムマネジメント学会誌』Vol.5 No.1, pp.151-160。 
14）田尾雅夫（2010）『よくわかる組織論』ミネルヴァ書房。 
 
